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要　旨

られているのかを知る］的で，小児看護学火習の状況を分析した ．平成１０年度と ・ド成１４年度の小児沽棟実肖

において学生が受け持った小児を疾忠別，治療処筒別に集計し比較した．その結呆，疾患においては，平成

１０年度では学牛が受け持つ小児の疾忠に比較的広がりが見られたのに対し ，平成／４年度では腫瘍竹疾忠と腎

木学の小Ｌ讐稲 、｝サ
；棟矧において

，、アペが受け芋

；つ小児の看護ふ容にとのような変１７
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はじめに

　少子化，医療情勢の変化にともない，人院治療を必要

とする小児の状況が変化してきている ．小児看護学の病

棟実粥で学牛が受け持つ小児の状況にも変化が見られる

ように思う ．卒業時における看護実践能力の向トが求め

られているが，育成の場として重要な意味をもつ看護学

実習の現場において，学生が受け持つ小児の看護処筒内

容にどのような変化が兇られているのか．木学の小児看

護学実祖の状況を分析し，卒業時における看護実践能力

向上のための資料とすることを［的に本調査を行うこと

とした

研究方法

対　　象１平成１０年度と平成１４年度に大学病院小児痂棟

において小児看護学実習を実施した際に受け持った小児

の看護情榊を分析対象とした、データ集計には，当該年

度に牟いて使用した，受け持ち予定小児の情報を要約し

た「受け持ち小児 ・一覧」と ，実習終’」’１］に行う看護撒告

会で使川した受け持ち小児の看護計固表を用いた

分析ノゴ法：平成１０年度と平成１４年度の小児看護学実習

（病棟実習）において学小が受け持った小児について疾

忠別，治療処概別に集計し，比較した

表１ ．受け持ち小児の年齢

結　　果

１〕受け持ち小児の背景（表１ ，表２）

　竹別では，平成１４年度の受け持ち小児において男児が

多い傾ｒ川こあ ったが，年齢別ではいずれの年度も乳幼児 ，

学二竜前期，学童後期の各発達段階にほぼ均等に分散して

いた
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表２ ．受け持ち小児の性別

２）疾忠別比較（図１）

　受け持ち小児決定にあたっての某準として次の４点を

臨床指導者に提示しているが，このユ，ら準はいずれの年度

においても変わ っていない．すなわち ，ｃ）重症でないこ

と， ¢家族の受け入れがよいこと ，　精神疾患または精

神的な問題が顕布している事例は避ける ，（り実習期間中

入院している 口」’能怜が高いこと（４］問でも ｌｌ
」’ ），

の４

点である

　・平成１０年度においては ，腫瘍性疾忠が最も多く３０人

（３６．６％）であったが，次いで循環器疾忠が１３人（１５
．９
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図１ ．受け持ち小児の疾患

％） ，呼吸器疾患，免疫疾患がそれぞれ９人（１１ ．Ｏ％）
，

代謝性疾患が７名（８．５％）等，学生が受け持つ小児の

疾患に比較的広がりがみられた

　平成１４年度においては，腫瘍性疾忠が最も多かったが
，

その数は５０人（６５．８％）と半数を超えており ，腎疾患の
１１人（！４．５％）をあわせると８割を超えていた．それ以

外は，少数ずつ種々の疾患に分散していた

３）治療処置別比較（表３）

表３ ．実習期問中に受け持った小児に

　　　実施された治療 ・処置

　　　　　　　　　　　　　　　　人数（％）

平成１０年度（Ｎ＝８２） 平成１４年度（Ｎ＝７６）

経［１与薬 ６１（７４ ．４） ６９（９０ ．８）

坐薬 ７（８ ．５）
Ｏ

…

皮下注射 ６（７ ．３） ２（２ ．６）

↓

点滴（末梢） ３７（４５ ．１） ２７（３５ ．５）

■ ■

点滴（中心） ７（８ ．５） ２６（３４ ．２）

吸入 ２６（３１ ．７） ４７（６！ 、８）

■

酸素療法 ３（３ ．７） ０

吸引 ４（４ ．９〕
Ｏ

経管栄養 Ｏ １（１ ．３）

採血（血糖測定） ６（７ ．３） ２（２ ．６）

骨髄穿刺 Ｏ １（１ ．３）

腰椎穿刺 ２（２ ．４） １（１ ．３）

留置カテーテル Ｏ ８（１０ ．５）

涜腸 ５（６ ．１）
Ｏ

　いずれの年度も経□与薬が最も多く ，特に平成１４年度

においては経］与薬を必要とする受け持ち小児は９割を

超えていたＩ点滴は末梢と中心静脈をあわせると経口与

薬に次いで多くの小児が必要とする処置であ った

的なのは，平成１０年度においては中心静脈に挿入してい

る点滴が８．５％であ ったのが，平成１４年度においては
３４・２％と約４倍になっ ており ，反対に末梢点滴は平成１０

年度より平成１４年度のほうが減少傾向であった．また吸

入を必要とする小児は平成１０年度では３１．７％であ ったの

が， 平成１４年度では６！．８％になっていた．その他では
，

平成１０年度では坐薬挿入や皮下注射，涜腸，血糖測定が

数例ずつあ ったものが，平成１４年度ではそれらの処置は

あっ ても１－２例であり ，結果的には受け持ち小児を通

して経験できる治療処置は非常に限局してきているとい

える

考　　察

　小児看護学実習の中の病棟実習は，全国的にも短縮化

の傾向があり ，２００１年の飯村らの調査 １ｉ

では，４年制大

学３４校の調査結果で病棟実習は６～９日であ ったと報告

している ．また首都圏の３年課程の看護学校３０校を対象

とした斉藤らの調査 １＝

では，主たる受け持ち患児の受け

持ち日数は平均８．５Ｈであったとしている 、本医療短大

の小児看護学実習では，小児病棟における実習を５日問

で実施している ．短期間の実習ではあるが，それでも
．．

卜

記で示した¢一＠の基準を考慮すると ，受け持ちの５日

間を通して入院している可能性の高い小児を選定するの

は次第に困難な状況になっ ている ．その結果として受け

持つ小児の疾患の偏りと ，受け持ち小児に実施されてい

る治療 ・処置内容が経口与薬，持続点滴，吸入に集中す

る傾向につながっていると推測される

　飯村らが１９９１年に行った調査
＝ヨｉ

で， 小児病棟婦長が新

卒看護婦に期待する小児看護技術の到達度は ，吉田ら
が４〕 同様の調査を行 った１９７５年に比べ，かなり低くなっ

ていたと報告しており ，５０％以．トの婦長が「できなけれ

ばならない」とした治療処置に関する技術は ，ＭＲＳＡ

の患児のケア後の・十分な手洗いと ，点滴の準備，滴数調
整， 輸液の終了時刻がわかること ，幼児への蓄尿の指導

，

採取した髄液の無菌的な取り扱いのみであった．しかし

ながら ，大学における看護実践能力の育成の充実が望ま

れている現在，小児看護学領域で望まれる看護実践能力

をあらためて検討しなおし，講義 ・実習方法についても

再考する必要があると考える

おわりに

　今回の調査で本学の小児看護学実習で受け持ち小児に

実施されている比率の高かった項目については，講義
，

学内演習から効果的な継続ができるよう考慮するととも

に， 小児看護特有の配慮を必要とする項口でありながら
，

実習場面で遭遇することの少なくなった項口については
，

学内演習の方法の丁夫や実習方法の再検討等で，卒業時

における看護実践能力の向上に向けて検討を加えていき

たい
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